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第
4
4回
 
市
民
総
合
文
化
祭
／
 

~ 

て
い
ま
し
た
。
 

浮
ま
る
秋
に
伝
統
・
芸
術
の
共
演
、
 

展
示
を

楽
し

ん
だ
ほ
か
、

津
軽
一
 

生
け

花
に

驚
い

た
り
、

お
茶
室
一
 

ビ
ュ

ー
を
す
る
な
ど
、

子
ど
も
か

ら
大
人
ま

で
文
化
の

秋
を
満
喫
し
 

合
文
化

祭
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

味
線
に

聴
き
入
り
、

サ
ボ
テ
ン

の
 

来
場

者
は

菊
花
や

絵
画
な
ど

の
 

三
日
間
、
中
央

公
民
館
で

市
民

総
 

十

一
月
二
日
か

ら
四
日
ま
で
の
 

騰 
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大
切
に
活
用
 

い
た
し
ま
す
 

高
額
寄
付
者
感
謝
状
贈

呈
式
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成16年11月15日 2 

市
と
同
じ
5
0回
目
で
克
 

市
内
小
中

学
校
 

音
楽
発

表
会
＼
 

十
月
二
十
八
日
、
市
内
小
中
学
校
音

楽
発
表
会
が
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お
い
て

行
わ
れ
、
十
四
小
学
校
、
四
中
学
校
約

千
二
百
人
の
児
童
生
徒
が
音
楽
を
通
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
の

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
見
事

な
歌
声
や
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
保
護
者
も
多
数
か
け
つ
け
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

五
十
回
を
記
念
し
て
、
最
後
に
参
加

者
全
員
で
「
世
界
に

ー
つ
だ
け
の
花
」
 

を
合
唱
し
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
歌
声

を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

ノ
 

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
 

/
 

交
通
安
全
の
出
前
講
座

×
 

十
一
月
五
日
、
交
通
安
全
協
会
五
所

川
原
支
部

（境
谷
定
雄
支
部
長
）
で
は

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
 
「交
通
安
全
の

出
前
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
警
察
署
の
太
田
交
通
課
長

が
今
年
の
四
件
の
交
通
事
故
例
を
分
か

り
や
す
く
語
り
な
が
ら
 
「外
に
出
た
ら

車
に
気
を
つ
け
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
事

故
に
あ
わ
な
い
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
 

そ
の
間
、
く
る
み
園
の
入
所
者
と
セ

ン
タ
ー
の
利
用
者
は
う
な
ず
き
な
が
ら

じ
つ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
協
会
の
皆
さ
ん
の
歌
や
踊
り

の
披
露
も
あ
り
、
盛
ん
に
拍
手
を
し
て

い
ま
し
た
。
 

歌
や
踊
り
で
楽
し
む
 

西
北
五
民
族
芸
能
フ
ェ
ア
 \

 

十
一
月
七
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お

い
て
囲
五
所
川
原
市
観
光
協
会
が
主
催

し
て
、
第
三
十
一
回
西
北
五
民
俗
芸
能

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
ら

が
民
謡
の
歌
や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
が
、「地
域
の
伝
統
文
化
を

継
続
、
伝
承
す
る
皆
さ
ん
の
日
頃
の
努

力
に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

さ
か
え
立
候
武
多
の
唯
子
に
始
ま
っ

た
フ
ェ
ア
は
、
西
北
五
地
方
か
ら
の
十

二
団
体
の
芸
が
披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

市
に
十
万
円
以
上
の
金
品
を
寄
付
さ

れ
た
団
体

・
個
人
に
対
す
る
感
謝
状
贈

呈
式
が
十
一
月
五
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
 

ー
ト
五
所
川
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈

呈
さ
れ
た
方
々
は
、
立
侵
武
多
の
運
行

や
公
共
施
設
の
充
実
、
芸
術
・
文
化
、
 

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
多
方
面

に
わ
た
っ
て
役
立
て
て
欲
し
い
と
寄
付

さ
れ
た
七
十
六
団
体
、
十
五
個
人
の
皆

様
で
す
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
が

「皆
様
の
意

思
が
十
分
い
か
さ
れ
る
よ
う
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

5
ど
う
も
あ
り
がと
う
ござ
い
ま
し
た
5
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
ナ
イ
ト
ラ
ウ
ン
ジ
誠

（
伝
法
谷
誠子

店
主
）
H
五
万
円

（
チ
ャリ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
コ
ン
ぺ
益
金
）
。
 

⑨
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
（
工
藤
茂

雄
社
長
）
廿
寄
贈
（
豆
腐
五
十
人
分
）
。
 

〇
藻
川
民
謡
む
つ
み
会
（
外
崎
武
夫
会

長
）
H
訪
問
（
民
謡
、
踊
り
）
 

⑥
市
芸
術
文
化
振
興
等
基
金
へ
 

〇
吉
幾
三
青
森
東
日
流
会

（
坂本
義
正

会
長
）
H
三
十
万
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会

（
 

戸
千
代
三
郎
会
長
）
H
寄
贈
（
年
賀

は
が
き
六
百
枚
）
。同
協
会
は
二
十
六

年
連
続
で
寄
付
し
て
い
ま
す
。
 

【
 

《
 

(
 



北
地
方
産
直
の

日
 

北
地
方
農
林
水
産
事
務
所
農
業
振
興
課

費
（
3
4)
2
1
1
1
内
線

2
3
7
 

中
央
公
民
館
か
ら
お
知
ら
せ
 

公
（3
5)6
0
5

6
 

は
る
 に
れ
橋
 

工事施工区間 
南部地区区画道路 

38'40号線 

市営住宅
千鳥団地 

' 
A 339 

至鶴田・弘前 
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※
郵
便
振
替
の
場
合
、
通
信
欄
に
「
新

潟
県
中
越
地
震
」
と
明
記
く
だ
さ
い
。
 

※
募
集
期
間
中

（1
2月
3
0日
ま
で
）
は

郵
便
振
替
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
0
 

北
は
小
泊
村
か
ら
南
は
板
柳
町
ま
で
、
 

北
五
地
域
で
と
れ
た
野
菜
・
果
物
・
花
・

魚
介
類
な
ど
の
農
林
水
産
物
、
及
び
そ

の
加
工
品
等
を
販
売
し
ま
す
。
 

●

1
1月
2
1日
回
 
9
時

、
1
5時

鶴
の
里
あ
る
じ
ゃ

（鶴
田
町
）
 

青
色
申
告
決
算
説
明
会
 

五
所
川
原
税
務
署
個
人
課

税
 

第

一
部
門
 
公
（
3
4)
3
1
5
2
 

税
務
署
で
は
、
事
業
所
得
の
あ
る
方

を
対
象
に

「平
成
1
6年
分
の
青
色
申
告

決
算
書
」
の
作
成
の
仕
方
に
つ
い
て
、
 

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

※
あ
ら
か
じ
め
送
付
さ
れ
て
い
る
 
「
決

算
関
係
書
類
一
式
」
と
「筆
記
用
具
」
 

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

◇
会
場
 
ォ
ル
テ
ン
シ
ア
 

①
自
営
業
の
方
 

1
2月
8
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

①
農
業
所
得
の
あ
る
方
 

1
2月
7
日
因
 
1
0時

、
1
2時
 

1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

は
た
は
た
卵
（
ぶり
こ
）の

採
捕
禁
止
と
遊
漁
者
が

行
え
る
漁
具
漁
法
 

青
森
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

台

o
l
7
(
7
34
)
9
5
9
3・
9
5
9
4
 

水
産
資
源
保
護
培
養
等
の
た
め
青
森

県
海
面
漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
、
は
た

は
た
卵
の
採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
漁
業
者
が
生
活
の
た
め
に
行

っ
て
い
る
魚
介
類
の
採
捕
行
為
を
圧
迫
 

・

妨
害
し
な
い
た
め
、
遊
漁
者
等
の
漁

具
漁
法
も
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

《
遊
漁
者等
が
行
え
る
漁
具
漁
法
》
 

①
竿
づ
り
及
び
手
づ
り
（
ま
き
餌
づ
り

を
除
く
）
 
②
た
も
網
、
叉
手
網
及
び

四
つ
手
網
 
③
投
網
 
④
ゃ
す
（
発
射

装
置
を
有
す
る
も
の
を
除
く
）
及
び
は

具
 
⑤
徒
手
採
捕
（
潜
水
器
ま
た
は
簡

易
潜
水
器
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
）
 

お
手
伝
い
し
ま
す
り
 

職
場
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
 

青
森
労
働
局
総
務
部
企
画
室
 

容
0
1
7
(7
3
4
)
4
2
1
2
 

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
に
よ
り
、
 

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
の
間
の
労
働

条
件
、
募
集

・
採
用
、
セ
ク
ハ
ラ
等
労

働
関
係
な
ど
あ
ら
ゆ
る
紛
争
を
対
象
に

無
料
相
談
で
き
ま
す
。
 

◇
相
談
・
お
間
い
合
わ
せ
 

青
森
労
働
局
総
務
部
企
画
室
、
ま
た

は
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
内
の
五

所
川
原
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー
 

費

3
5)2
3
0
9
ま
で
 

⑥
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
紹
介

◇
会
場
 
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

●

「
吉
田勇
造
」
水
彩
画
展
 

1
1月
2
0日
出
、
2
9日
卿
 

風
景
を
中
心
に
描
い
て
き
た
水
彩
画
 

を
展
示
し
ま
す
。
 

●

「
若
葉
い
きい
き
サ
ロ
ン
」
と
 

「
開
米
武彦
」
合
同
作
品
展
 

1
1月
3
0日
因
、
1
2月
9
日
困
 

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
作
品
と
 

四
季
を
詠
む
開
米
武
彦
さ
ん
の
俳
句
・
 

短
歌
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
 

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
希
望
の
方
は
、
お
 

気
軽
に
中
央
公
民
館
ま
で
。
 

道
路
工
事
に
伴
う
 

道
路
の
交
通
規
制
 

都
市
計
画
課
区
画
整
理
室
 

内
線

3
2
5
・
3
2
7
 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
、
湊
字
千
鳥
地
内

（
通称
、
大
川
団

地
東
側
）
の
現
道
の
改
良
工
事
（
水
道

管
布
設
、
側
溝
整
備
を
含
む
）
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
工
事
が
完
成

す
る
ま
で
の
間
、
片
側
通
行
と
な
り
、
 

周
辺
付
近
の
住
民
の
方
や
交
通
利
用
さ

れ
て
い
る
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

◇
工
事
名
 
南
部
地
区
区
画
道
路
磐
す

線
他
築
造
工
事
 

◇
工
期
（
予
定

）
1
1月
中
旬
か
ら
3
月
 

2
0日
ま
で
 

※
道
路
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
工
事
用

案
内
看
板
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

「新
潟
県
中
越
地
震
 

災
害
義
援
金
」
募
集
 

生
活
福
祉
課
 
内
線
5
3
2
 

1
0月
2
3日
タ
刻
に
新
潟
県
中
越
地
方

を
中
心
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
邸
の
地
震

が
発
生
し
、
多
数
の
人
的
被
害
、
建
物

の
倒
壊
を
は
じ
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

も
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
余
震
も
続
い
て
お
り
今
な
お
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
日
本
赤
十
字

社
で
は
、
次
の
と
お
り
義
援
金
を
募
集

し
、
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
 

●

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金
 

◇
募
集
期
間
 
1
2月
3
0日
困
ま
で
 

◇
郵
便
振
替
口
座
 

名
義
・
・
自本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
 

ロ
座
番
号

…
0
0
5
3
0
1
2

ー
 

2
0
0
0
 



フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト開
催
 

ラ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
 
公
（

3
8)1
3
3
2
 

写
真
同
人
 
第1
回
ト
ル
ガ
展
 

事
務
局
 
費
（3
5)
7
3
4
5
 夏
坂
 

写
真
好
き
が
集
い
今
年
5
月
に
生
れ

た
ク
ラ
ブ
の
写
真
展
で
す
。
 

●

1
1月
2
0日
田
、
2
2日
囲
9
時

、
1
7時

立
侵
武
多
の
館
4
階
（
入
場
無
料
）
 

精
神
疾
患
を
も
つ
方
々
と
地
域
住
民

の
皆
様
と
が
交
流
で
き
る
フ
リ
ー
マ

ー
 

ケ
ツ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
1
8日
困
 
1
0時
、
1
4時
3
0分

ラ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ

ー
 
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
軽
食

販
売
、
作
品
展
示
 

津
軽
金
山
焼
一
門
展
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
 

費
2
9)3
3
5
o
 献
（2
7可
o
l
1
 

津
軽
金
山
焼
の
窯
元
を
は
じ
め
、
弟

子
た
ち
の
独
創
的
な
新
作
を
発
表
し
ま

す
0
来
場
者
参
加
の
人
気
コ
ン
テ
ス
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
 

●

1
1月
2
7日
田

、
1
2月
5
日
回
 

9
時

、
1
7時
 
津
軽
金
山
焼
展
示
館
 

2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
入
館
無
料
）
 

舞
台
劇
 

「
おき
て
よ
お
う
さ
ま
」
 

N
P
O法
人
 
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
 

す
て
っ
ぷ
 
公
（
3
4)
2
1
7
0
 

ア
フ
タ
フ
・
バ
ー
バ
ン
に
よ
る
子
ど

も
参
加
型
の
お
芝
居
で
す
。
皆
で
お
う

さ
ま
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
ー
 

●

1
2月
2
日
困
 
1
8時
3
0分
、
 

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

一
般
券
あ
り
ま
す
。
 

(4
歳
未
満
無
料
）
 

※
鑑
賞
会
員
募
集
中

ー
 

年
4
回
生
の
舞
台
を
鑑
賞
し
ま
す
。
 

（正
会
員
登
録
年
間
5
0
0
0
円
、鑑
 

賞
会
費
月
7
0
0
円
4
歳
と
 

東
北
電
力
か
ら
の
ご
案
内
 

東
北
電
力
岡
五

所
川
原
営
業
所

公
（3
5)
3
5
5
8

内
線

3
0
5
 

東
北
電
力
で
は
、
8
月
2
日
に
「
東

北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

電
話
料
金
を
気
に
せ
ず
お
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

①
お
引
越
し

・
ア
ン
ペ
ア
変
更
申
込
み
 

0
1
2
0
1
1
7
5
1
2
6
6
 

②
停
電
の
お
問
い
合
わ
せ
 

0
1
2
0
1
1
7
5
1
3
(b
6
 

③
そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
 

0
1
2
0
1
1
7
5
1
4
<b
6
 

外
国

の
料
理

教
室
 

五
所
川
原
市
国
際
交
流
市
民
の
会
 

空

3
4)
48
6
7
 下
山
（1
9時
以
降
）
 

当
市
在
住
A
L
T
の
オ
ー
ブ
リ
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
く
料
理
を
作
り
ま
す
。
 

●

1
2月
5
日
回
 
1
0時

、
1
4時
 

中
央
公
民
館
 
調
理
室
 

◇
内
容
 
ィ
タ
リ
ァ
料
理
等
3
、
4
品
 

◇
会
費
 
1
0
0
0
円
（
小
学
生
以
下
 

は
無
料
）
 

◇
締
切
り
 
1
1月
2
9日
囲
 
先
着
5
0名
 

五
所
川
原
ク
ラ
ブ
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
会
員
募
集
 

公
（
3
4)
6
4
2
4
 

桑
村
 

●

毎
週
金
曜
日
 
1
9時
、
2
1時
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
体
育
館
 

◇
対
象
 
市
内
在
住
で
、
結
婚
ま
た
は
 

過
去
に
結
婚
し
子
ど
も
が
い
る
女
性
 

◇
会
費
 
月
5
0
0
円
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
講
演
会
 

五
所
川
原
保
育
園
 

空
3
4)
26
5
4

献
（3
4)3
0
4
4
 

西
北
五
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ア
ジ

ア
の
人
々
が
定
住
し
、
子
ど
も
た
ち
が

育
っ
て
い
ま
す
。
長
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
活
動
し
て
き
た
青
木
次
郎
氏
の
講
演

を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
1月
2
0日
田
 
1
5時
、
1
7時

五
所
川
原
保
育
園
（
入
場
無
料
）
 

生
涯
学
習
課
から
ご
案
内
 

内
線
5
5
9
 

演
武

及
び
 

  

 

講
 エ
白
 

一三
ロ
 

●

1
1月
2
3ロ
的
 
1
4時
 

立
侵
武
多
の
館
 

演
武
は
1
階
、
講
話
は
4
階
 

◇
内
容
（
申
込
み
が
必
要
で
す
）
 

①
居
合
道
演
武
（
3
0分
）
全
日
本
剣
道
 

連
盟
居
合
道
教
士
七
段
吉
田
章
氏
 

②
抜
刀
術
演
武
（
1
0分
）
全
日
本
剣
道
 

連
盟
居
合
道
三
段
外
崎
源
人
氏
 

③
講
話
（
各
3
0分
）
 

・

刀
匠

・
二
唐
圃
次
氏
「
刀
の
よ
も
や

ま
話
」
 

・

助
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
員
・

美
濃
又
治
次
氏
「
初
心
者
の
た
め
の

日
本
刀
鑑
賞
」
 

※
講
話
終
了
後
に
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
 

ー
で
刀
を
鑑
賞
、
入
場
料
翻
円
。
 

◇
主
催
 
市
教
育
委
員
会
、
N
P
o
法

人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
五
所
川
原
ク
ラ
ブ
 

凧
づ

く
り

教
室
 

津
軽
凧
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
 

津
軽
凧
の
墨
描
き
、
彩
色
、
凧
絵
張

り
な
ど
を
実
習
し
、
凧
揚
げ
も
体
験
。
 

●
1
2月
2
3日
困

、
2
4日
国
 

9
時

、
1
5時
3
0分
 
中
央
公
民
館
 

1
日
目

…
1
日
コ

ー
ス
（
西
の
内
1
枚

判
）
と
2
日
コ

ー
ス
（
西
の
内
4
枚
 

4
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成16年11月15日 

判
）
の
初
日
を
行
い
ま
す
。
 

2
日
目
…
2
日
コ
ー
ス
残
り
と
凧
揚
げ
。
 

◇
講
師
 
五
所
川
原
津
軽
凧
連
合
会
 

一
戸
幸
雄
氏
、
外
崎
勝
博
氏
 

◇
対
象
 
小
学
生
、
一
般
（
親
子
で
の
 

参
加
も
歓
迎
）
定
員
6
0名
 

◇
材
料
費
 

西
の
内
1
枚
判
（
1
0
0
0
円
）
 

西
の
内
4
枚
判
（
2
0
0
0
円
）
 

※
当
日
、
希
望
者
に
糸
・
糸
巻
き
、
シ
 

ッ
ポ
を
斡
旋
し
ま
す
。
 

◇
題
材
 
「
孟
嘗
君
と
鶏
」
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
1
0日
国
 

成
人
式
の
ご

案
内
 

市
で
墜

干
歳
を
迎
え
J
v一
派
な相
会

人
と
し
て
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祝
し
、
 

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
の
対
象

者
に
は
、
1
2月
上
旬
に
は
が
き
で
通
知

し
ま
す
。
な
お
、
学
校
や
仕
事
の
都
合

で
市
外
に
居
住
し
て
い
る
市
出
身
者
の

方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

〈
は
た
ち
の
主
張
 

発
表
者
募
集
〉
 

選
ば
れ
た
方
に
は
、
成
人
式
当
日
に

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

テ
ー
マ
 
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
決
意
な
ど
。
 

発
表
 
約
3
分

（原
稿
用
紙
2
枚
程
度
）
 

応
募
資
格
 
新
成
人
 

応
募
期
限
 
1
2月
1
7日
国
 

.
 
,
 



) 

競i観贈？みり乞心心智翻りてみで 
平成16年度統一標語 

五所川原消防署管内⑩月の火災、救急救助出動件数津位 

間合せ／五所」順地区消防事務組合消防本部丑35-2O1 9 （内線 23) 

区 分 
」、 	ノこ 救 急 敗 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成16年 2 32 123 1,199 2 26 
平成15年 3 22 136 1,164 6 23 
比 	較 △ 1 10 L 13 35 t4 3 

五所川原市役所 公35- 2111 5 平成16年11月15日 

、
 

遺
児
入
学
祝
金
等
の
給
付
 

児
童
家
庭
係
 
内
線

5
4
6
 

市
で
は
遺
児
援
護
対
策
事
業
の
一
環

と
し
て
遺
児
入
学
祝
金
等
を
給
付
し
ま

す
。
該
当
者
は
次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
児
童
 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
義
務
教
育
終

了
前
の
母
子
・
父
子
家
庭
、
父
母
の
い

な
い
家
庭
の
児
童
・
生
徒
。
 

◇
給
付
金
等
の
種
類
 

①
入
学
祝
金
…
平
成
1
7年
度
小
中
学
校

入
学
者
 

②
卒
業
祝
金
…
平
成
1
6年
度
中
学
校
卒

業
者
 

③
弔
慰
金

…
平
成
1
6年
度
中
に
父
ま
た

は
母
が
死
亡
し
た
遺
児
の
属
す
る
世

帯
 

◇
申
請
書
類
 
遺
児
入
学
祝
金
等
受
給

申
請
書
、
口
座
振
込
申
請
書

（
確
認

の
た
め
預
金
通
帳
も
持
参
）
 

※
申
請
書
類
は
、
児
童
家
庭
係
に
あ
り

ま
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
請
先
 
児
童
家
庭
係
 

◇
提
出
期
限
 
1
2月
1
0日
国
 

◇
給
付
決
定
通
知
 

平
成
1
7年
2
月
頃
通
知
（
対
象
者
）
 

平
成

1
7年
度
母
子
寡
婦

福
祉
資
金

（
修
学
資
金
等）
 

予
約
貸
付
の
受
付
 

児
童
家

庭
係
 
内
線

5
4
8
 

◇
対
象
者
 
経
済
的
に
困
難
な
事
情
に

あ
り
、
平
成
1
7年
4
月
に
高
等
学
校

等
に
進
学
ま
た
は
修
業
施
設
に
入
所

を
希
望
す
る
者
を
現
に
扶
養
し
て
い

る
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
等

◇
貸
付
の
対
象
と
な
る
資
金
 

①
修
学
資
金
 

②
修
業
資
金
 

③
就
学
支
度
資
金
 

◇
貸
付
に
関
す
る
提
出
書
類
 

①
申
請
書
 
②
保
証
人
の
保
証
書

③
貸
付
申
請
者
の
戸
籍
謄
本
 
④
配

偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て
現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
 
⑤
家
計
費
申
告
書
 
⑥
進
学

証
明
書
（
在
学
し
て
い
る
学
校
か
ら

の
証
明
書
）
 
⑦
経
費
申
告
書

※
提
出
書
類
は
、
児
童
家
庭
係
に
あ
り

ま
す
0
 

◇
提
出
締
切
 
1
2月
1
7日
国
 

※
期
限
後
も
随
時
、
貸
付
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
 

◇
貸
付
の
仮
決
定
 

平
成
1
7年
2
月
末
日
ま
で
に
通
知

◇
貸
付
の
本
決
定
と
資
金
交
付
 

●

修
学
資
金
・
修
業
資
金…
仮
決
定
さ

れ
た
者
の
児
童
が
高
等
学
校
等
に
入
 
 

学
ま
た
は
修
業
施
設
に
入
所
し
、
在

学
証
明
書
の
提
出
が
な
さ
れ
た
者
に

対
し
て
4
月
中
に
本
決
定
を
し
、
5
 

月
末
日
ま
で
に
資
金
を
交
付
す
る
。
 

●

就
学
支
度
資
金
…
仮
決
定
さ
れ
た
者

の
児
童
が
高
等
学
校
等
に
合
格
し
、
 

ま
た
は
修
業
施
設
に
入
所
し
、
合
格

証
明
書
（
合
格
通
知
）
の
提
出
が
な

さ
れ
た
者
に
対
し
て
3
月
中
に
本
決

定
し
、
4
月
末
日
ま
で
に
資
金
を
交

付
す
る
。
 

平
成
1
7年
度

（4
月
入
所
）
 

保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

児
童
家

庭
係
 
内
線

5
4
7
 

◇
受
付
締
切
 
1
2月
1
7日
国
 

締
切
り
後
で
も
随
時
受
付
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
保
育
所
の
定
員
に
余
裕
が

な
い
場
合

（期
間
内
の
受
付
で
あ
っ

て
も
）
、入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

※
申
込
書
は
児
童
家
庭
係
及
び
各
保
育

所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 

保
育
所
に
よ
っ
て
は
、
障
害
児

（
軽

度
・
中
度
）
も
入
所
で
き
ま
す
。
な

お
、
各
保
育
所
の
情
報
も
児
童
家
庭

係
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
 

利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
請
先
 

健
康
福
祉
課
 

児
童
家
庭
係
 

第
6
回

「
ザ☆
こ
し
よ
 

が
わ
ら
元
気
教
室
」
 

参
加
者
募

集
 

健
康
推
進

係
 
内

線

2
3
8
 

高
齢
者
が
身
体
を
動
か
し
た
り
、
手

作
業
を
す
る
こ
と
で
、
筋
力
の
低
下
を

防
ぎ
、
若
く
元
気
に
年
齢
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
出
来
る
教
室
で
す
。
 

●

1
1月
1
9日
国
 
1
3時

、
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

1
階
集
団
指
導
室
（
参
加
無
料
）
 

◇
対
象
 
4
0歳
以
上
で
日
常
生
活
は
ほ
 

ぼ
自
立
し
、
 一
人
で
外
出
で
き
る
方
 

◇
内
容
 
絵
手
紙
づ
く
り
、
年
賀
状
に
 

も
役
立
ち
ま
す
、
 

講
師
…
角
田
早
津
子
氏
 

◇
持
参
す
る
物
 
は
が
き
、
手
拭
用
タ
 

オ
ル
、
広
口
の
び
ん
等
（
筆
を
洗
う
 

の
に
使
い
ま
す
）
、筆
ペ
ン
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
8日
困
 

防
火
管
理
者

資
格
取
得

講
習
 

議
森
誘

馨
弱

）2
ol
9内
讐
？
4
2
 

●

1
2月
2
日
困
、
3
日
圏
 
2
日
問

青
森
県
教
育
会
館
（
青
森
市
）
 

◇
対
象
 
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

防
火
対
象
物
（
学
校
・
病
院

・
店
舗

等
）
で
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

を
遂
行
で
き
る
管
理
的
監
督
的
立
場

に
あ
る
方
 

◇
受
講
料
 
6
0
0
0
円
 

◇
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先
 

〒
卿
ー
脱
 
青
森
市
中
央
3
12
0吃

囲
青
森
県
消
防
設
備
保
守
協
会

廿
0
1
7
（
親
）
5
1
0
0
 

※
受
講
申
請
書
等
は
消
防
本
部
予
防
課

に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
定
員
卿
名
に

達
し
た
場
合
に
は
、
締
切
日
前
で
も

申
込
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
2
6日
国
 

丑賑 
固 定 資 産 税第4期
国民健康保険税第5期
介 護 保 険 料第5期
の納付期限です。 

忘れずに納めましよう。 

収 納 課（内線431 ---438) 
介護福祉課（内線273) 



は
る
に
れ
橋
 

〔土地売却のお知らせ五所川原勢鷲鶴舞 
売却物件（土地） 

番号 所 	在 	地 地目 面積（m') 予定価格（円） 都市計画用途地域 

1 南部地区土地区画整理事業82街区44 宅地 312.43 16,496,000 第 二 種 住 居 地 域 

2 南部地区土地区画整理事業82街区47 宅地 432.64 13,714,000 第一種低層住居専用地域 

3 南部地区土地区画整理事業82街区10 宅地 499.67 15,839,000 第一種低層住居専用地域 

◇売却の方法 一般競争入札により売却します。 

※予定価格以上の最高額で入札した方に、その金額 

で売却することを決定します。 

◇物件の説明等 公社事務局（市役所 4 階管財課） 

にて説明及び関係書類の配布を行います。 

※入札に参加される方は必ずおいでください。（入 

札日前日までの土・日曜日・国民の祝日を除く午 

r 前 9 時から午後 4 時） 

◇入札・開札 12月1日困午前10時から 

市庁舎北棟 5 階会議室 

売却物件の位置図 

◇入札参加者の資格 「契約を結ぶ能力を有しない方及び破産者で復権を得ていない方」を除き、どなたでも参 

加できます。 

◇入札の無効 入札参加資格のない方のした入札及び入札条件に違反した入札は無効とします。 

◇入札保証金 入札金額の100分の 5 以上 

◇契約の締結 落札決定の日から 7 日以内 

◇契約保証金 契約金額の100分の 5 以上 

◇代金の納入期限 契約締結の日から30日以内に全額納入していただきます。 

※その他詳細については、土地開発公社（管財課）へお間い合わせください。 

鵬 砦応季シ色切郎らのお畑ら琶 
ふるさと交流圏民セソョー TEL33-21 -Il 

五所川原市制施行50周年記念公演・三井住友海上文化財団派遣コソサート 

原田幸一郎と仲聞たち 
クグスマスコンサー 

12月11日（土）繋離30分 
オルランシア コンりートホール 

S席 2,000円／A席 1,000円／学生席 500円 
（税込・全席指定）未就学児同伴のご入場はご遠慮 

ください。 
本コンサートは（財）三井住友海上文化財団の助成 

によlJ低料金に設定されています。 

◇チケット販売場所 
オルテンシア 
ELMインフォメーション 公33-6275 
イオン柏Sc総合サービスカウンター 公25-3450 
中三五所川原店 公34-31 31 
五所川原市内郵便局 費34-3205 

ヴァイオリン 
原田幸ー郎 チェロ 	 ピアノ 

長瀬夏嵐 	 坂野伊都子 

五所川原市役所 公35-2111 	平成16年11月15日 6 



平成17年3月28日 

新五所川原市が誕生！ 

五所川原地域合併協議

会で検討された新五所

川原市のまちづくり

について、市長が皆

さんの前でご説明しま

す。 

11月26日金 吾需翌厚北や罵L惨島豊具L思沙門‘長富地区、 好地区、 
1→ )Il1Ed 一、 'J'W-Llど’一、 F/X戸 jJ巴 Li 

五所川原南地区、湊地区、栄地区、梅沢地区、長橋地区、 
七和地区 11月30日因 
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新しいきちづくりに皆様からの意見をお聞きするため 

市町村合併地域説明会を開催します！! 
連絡先 合併対策室 内線458・459 

日時／11月26日（金）・ 30日（火）の2日間 18時より開催 

場所／五所川原地域職業訓練センター（ーツ谷503-5) 
対象地域 

※ご都合により、対象地区の日程に参加できない場合は、他の日程にご参加ください。 

第56回人権週間 12月4日～10日 

身近なごとから人権を考えてみませんカv 
青森県人権擁護委員連合会と青森地方法務局では次 

の強調事項を掲げ、県民の皆さんに人権尊重の大切さ 

を呼びかけています。 

⑨女性の地位を高めよう 

⑥子どもの人権を守ろう 

⑨高齢者を大切にする心を育てよう 

⑥障害のある人の完全参加と平等を実現しよう 

⑥部落差別をなくそう 

⑨アイヌの人々に対する理解を深めよう 

⑨外国人の人権を尊重しよう 

⑨ HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見を 

なくそう 

⑨刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう 

＠犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう 

＠インターネットを悪用した人権侵害は止めよう 

⑨性的指向を理由とする差別をなくそう 

「人権週間」にあたり、私たち一人一人が人権につい

て考え、明るく豊かな社会をつくりましょう。なお、 

毎日の生活の中でお困りのときは、各相談窓口または

お近くの人権擁護委員にご相談ください。相談は無料

で、秘密は厳守します。 

木I 

常 設 相 談 

] 
青森地方法務局 
五所川原支局 

コ 

34一2330 

子ども人権110番 青森地方法務局 017一774一1020 

女性の人権 
ホッ トライ ン 

青森地方法務局 017一774一1040 

特設人権相談所開設 

◇日時 	12月5日（日） 	10時30分～15時 

◇場所 エルム文化センター パーテイールーム

◇相談担当者 人権擁護委員、法務局職員 

五所川原市ノ 、権擁護委員 鶴谷禄郎 35一 2440 

封馬郁夫 35一2947 浅見則昭 35一8121 

原 	芳江 35- 8590 原田信英 36一2553 

坂本憲昭 34一 2293 伊藤 博 29一 2333 

太田啓子 34一4274 橋本満里子 35一 3014 

, 

題
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相 談 健 康 ラッブ巻きごはん 

	~ 五所川原市食生活改善推進員会 

■材 料（4人分） 

ごはん…640 g 

／二、‘ウインナー… 2本 

、 t塩・こしょう・・・少々

一 
I卵 1 個 砂糖…小さ

退ノ、塩…少々 レタス… 1 

、白ごま・・・適宜

／へ fかにかま… 1本 き 

、一Jtゆかり・・・適宜

サランラップ・巻きす 

きゆうり・・・小V2本 

ピーマン・・・V4個 

黒ごま・・・適宜 

じ 1 油・・・小さじ 1 

枚 のり・・・たて1/2枚 

1 人分 334kca1 

【作り方】 

④ピーマンは種、ノ＼
ウインナーと―緒 

ンで焼く。 

⑧卵は割りほぐし、 
を熱して油をひき
レタスはよく洗っ 

⑥かにかまは粗くほ

きゆうりはサッと
して水気をよくふ 

①ごはんを 3等分に 

②ラップにごはんを 

をのせてしっかり 
⑧は卵とレタスを 

き、ごはんをうす

③ラップにごま・ゆ

④人数分に切り、盛 

たをとり細切りにする。 
に塩・こしょうをふり、フライパ 

さとうと塩を入れる。フライパン 
、厚焼き卵をつくる。 
て水気を切って千切りにする。 

ぐす。 
塩をふり軽く板ずりし、細切りに 
きとる。 

する。 

うすくのせ、④と⑥それぞれの具 

巻く。 
のりで巻き、巻きすにラップをし 
くのせしっかりと巻く。 

かりを広げてころがす。 

りつける。 

  

病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます二健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

みなとコミュニテイセンター 
11月25日（わ 

1O:OO-12:OO 

コミュニテイハウス原子 12:0O-13:OO 

コミュニテイセンター中川 
11月26日金 

1O:30-12:OO 

石田坂公民館 1O:30-12:OO 

種井集会所 11月29日（月） 1O:30-12:0O 

コミュニテイセンター栄 
11月30日因 

1O:00-14:OO 

田川集会所 10: 30~ 12 : 00 

錦町集会所 12月 3日金 9 :30-12:0O 

コミュニテイセンター飯詰 12月 6 日（月） 10:30-12:00 

すくすく健診 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター 
◆受付時間・・・12時15分から12時30分 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 
◆主な内容…小児科診察、歯科診察（ 1歳 6 カ月児・ 

3歳児）、身体計測発達相談、離乳食試食 
(4カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4 カ月児健診 平成16年 7月生まれ 12月 7 日（犬 

1歳 6カ月児健診 平成15年6月生まれ 12月21日因 

3歳児健診 平成13年 8月生まれ 12月16日困 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康推進係までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 1 

●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 
もご利用できますので、気軽においでください。 
◆場所…働く婦人の家・保健センター 
◆持参するもの…母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

12月 1日（水） 

12月15日困 

※15日午後は電話予約
が必要です。 

10 
13 
:00--12 
:00-15 

:00 
:00 

・各月齢での成長、 
発達、育児、遊び、 
栄養（離乳食等） 
相談 
・子育て等の情報交換 

ことばの相談日 

12月16日困 

※12月 3日までに予約
が必要です。 

10 :00--12 :00 
・ことばが遅い、発 

音がききとりにく 
い、どもりなど 

献血のご案内（バス巡回）  

期 日 時 間 場 	所 

11月24日困 10 :00-15 :30 東芝メデイア機器株式会社 

媛話瞬云書靖i難~ 
月 日 曜日 医療機関名 住所 電 話 

11月21日 日
  

江渡内科医院 旭町 7 34-3000 

11月23日 火
  

健生五所川原診療所 一ッ谷508 	7 35-2542 

11月28日 口
］
 
 

中村整形外科医院 一ッ谷508-12 34-0123 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介 fi34-4999）でも紹介します。 
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